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前号(「 香散見草」20号)で 、昨年1993年

1月 段階でのBDF建 設の状況 について、拙

い レポー トを した。

本年1994年1月 再び訪れる機会を得たが、

その工事は予想以上に進展 していた。たった

1年 でこれほど様相が一変するとは少々驚 き

であった。先に述べた4冊 の本が互いに向 き

合 うように聲えるガラス張りのタワー(地 上

22階)は 外観がほぼ完成 し、初春の陽光を浴

びて眩 しくきらきらと燈めいていた。

問題を克服 し、完成を目指 し、さらなる変

貌 を遂 げっっ あるBDFを 眼 の当た りに し

て、歴史的なプロジェク トの進行を自身の眼

で確認 し、対峙できた喜びを感 じた。

1993年7月 、仏の ツボ ン文化大臣はBDF

の名称をフランス国立図書館(LaBiblioth-

6queNationaledeFrance:BNF)と す る

ことを発表 した。現在 の ところ本年(1994

年)6月 までに外装を完了 し、内装工事に移

り94年 末 まで に建物全 体を完成 させ る。 その

後 設備、機 器備品等 の搬 入を翌95年10月 に は

完了 し、 資料 の移転 を行い、1996年 中 に開館

す る予定 にな って いる。

ま た、現 在 の 国 立 図書 館(Biblioth的ue

Nationale=BN)は 、 新 しく国立美 術図書

館(Biblioth6queNationaledesArts)と

して生 まれ変 わ ることが発 表 され てい る。

TheNewBritishLibraryatSt.Pan-

cras

英 国 図 書 館(BritishLibrary=BL)

は 、 ロン ドンの北 、セ ン ト ・パ ンクラス に新

館 を建 設 し、現在 ブル ームズベ リーにあ る大

英 博 物 館(BritishMuseum=BM)か ら

の移転 作業を行 って いる。 しか し、 ここに至

るまでの道の りは、 まさに生 みの苦 しみ と も

言 うべ き受難続 きであ った。

ロ ン ドン市 内各所 に分散 す る施設 と資料を

集 中管理 し、効率 的な よ りよいサ ー ビスを利
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用者に提供するために新館建設の計画が実行

に移された。

1976年 に英国政府はセ ント・パ ンクラス駅

に隣接す る9エ ーカー(約3万6千 平方メー

トル)の 土地を建設 用地 として購入 した。

1981年 に着工 され、当初は1990年 に開館する

予定であ った。総工費は4億5千 万 ポ ン ド

(約765億 円)。 しか しなが ら新館建設は資金

難や トラブルのたあに一貫 して遅延 して きた

のであった。

1978年 の シャーリー ・ウィリアムズ女史の

批判に始 まり常に酷評 にさらされ続けた。

BLは 計画の変更が頻繁に行われ、開館 日が

幾度 とな く延期 され、さらには納税者の税金

を浪費 しているという非難に耐えてきたので

ある。

BLは1991年 にはその年次報告書の中で移

転資金確保のための抜本的な経済対策の必要

性を示唆 している。セ ント・パ ンクラスへの

移転は、政府単独の資金供給では継続できな

くなり、BLの 資料保存、調査研究、資料購

入などの他の分野の活動費か ら予算を流用せ

ざるを得な くなった。50以 上の職種で給与の

6パ ーセン トがカッ トされ、BLの 資料購入

予算は過去6年 間に渡 って35パ ーセ ント削減

された。ブライア ン ・ラ ング館長は、200タ

イ トルもの自然科学雑誌の継続中止は自然科

学分野の利用者に深刻な影響を与えていると

声明を出 している。

1992年11月 には、地下の書架が塗装の不備

のために数十マイルに渡って設置直後か ら腐
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蝕 し始 めるというア クシデ ン トに見舞われ

た。さ らに追い打ちをかけるように新館の利

用者サー ビス支援 システムの1っ である自動

資料請求 システム(AutomatedBookRe-

questSystem:ABRS)に 故 障が 発生 し

た。 これは設計 ミスによるもので、配送のた

めの通路が狭 くまた段差が大 きいたあに移動

の際に資料に衝撃を与え、騒音を発生す ると

い うものであった。 これ らにより新館への移

転計画は遅延を余儀な くされ、一時は開館の

無期限延期 とい う事態に陥った。

しか し、1993年4月 新たなビジネススポン

サーや政府委員会がプロジェク トの全面的支

援 を打 ち出 し、 中で も世界最 大級 の コ ン

ピュータ企業であるディジタル ・イクイップ

メン ト社が100万 ポ ンド(約1億7千 万円)

相当のコンピュータシステムの提供を申し出

た。そ してついにラング館長は1996年 に一般

の入館を可能に し、全面的開館をする旨を発

表 したのである。偶然に もBDFの 開館予定

と同じ年となった。

ヨーロッパに建設中の2っ の図書館BDF

(BNF)とBLに っ いて概観 してきた。確か

に図書館の建設には多額の費用と多大な労力

を要す る。その多 くの困難を乗 り越えてまで

建設を推進するそこには、図書館の学術研究

・教育分野 における計り知れない影響力、さ

らには図書館の社会的 ・文化的な真の重要性

が本質的に理解され、認識されているからに

他な らない。
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